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☆ 基本理念 ☆ 

当社の業務は、建物を人々の住み良い環境に維持するメンテナンスが仕事です。建物の歴史は、

古代から始まり都市の発展とともに進展して来ました。人間が生活圏を広げ地球のいかなる地域

でも快適な生活環境を維持するために、従来の都市のメンテナンスは、不要な廃棄汚染物を自然

界へと投棄してきました。しかし、地球全体の環境へ配慮を行わなければ、健全な都市環境を維

持できない時代となっています。当社は、人々が安全で安心して生活できる環境を提供すること

を基本としています。そのためには、都市環境を維持するだけではなく、これを取り巻く広い地

球環境に配慮した活動が望まれます。 

今後行う当社の活動は、環境への負荷を削減し、環境への配慮を行うことを優先し、持続可能

な事業活動を行っていきます。 
 

☆ 行動指針 ☆ 

１．環境汚染を未然に防止するとともに、安心で安全な生活環境を提供するために、CO2・廃棄

物の削減、水の使用量の削減、電気の使用量の削減、燃料の使用量の削減、消耗物品の再利

用・再資源化、事業活動での省エネルギーの取組を行います。 

２．ハウスクリーニングにより環境負荷低減を実現し、住みよい居住環境作りを目指します。 

３．環境マネジメントシステム(Plan.Do.Check.Act)の継続に努めます。 

４．環境に関わる法令、その他の要求事項を遵守します。 

５．環境方針は、従業員に周知するとともに、社外の求めに応じ開示を行います。 

                        

                        2020 年 4 月 15 日 

                  曲堀 幸和産業株式会社 

                     代表取締役社長 堀内 駿 

 

 

環 境 経 営 方 針 
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  １．事業社名 

    曲堀 幸和産業株式会社 

    代表取締役社長 堀内 駿 

  ２．所在地 

    〒003-0807  

    札幌市白石区菊水７条３丁目７番１６号 

  ３．環境保全関係の担当者連絡先 

     総括環境管理責任者 ： 堀内 駿 

     本社環境管理責任者 ： 加藤 博久      

部門環境管理責任者 

       企画・総務部門     ： 加藤 博久 

       ビルマンション管理部門 ： 加藤 博久 

メンテナンス部門    ： 中原 武志 

定期清掃部門      ： 中原 武志 

     電話  ０１１－３７６－１６１０ 

     ＦＡＸ ０１１－３７６－１６１１ 

４．事業所の概要 

  創立年月日    昭和４２年１２月２１日 

  資本金      ３、０００（万円） 

  年商（前年度）  ２億２千（万円） 

    総従業員数    １２６人（正社員１０人、臨時社員１１６人） 

    事務所延べ面積  １０７．０４㎡ 

  ５．対象範囲 

    本社：ビル管理業務ならびにビル清掃業務 

  ６．対象期間 

    2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日 

事 業 概 要 
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企画・総務部門 
環境管理責任者 
 

ﾋﾞﾙ･ﾏﾝｼｮﾝ管理部門 
環境管理責任者 

 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ部門 
環境管理責任者 

企画・総務部門 ﾋﾞﾙ･ﾏﾝｼｮﾝ管理部門 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ部門 

定期清掃部門 
環境管理責任者 

定期清掃部門 

ＥＡ２１推進

事務局担当 

 
                                     
      環境システムプロジェクト体制図 
    

        代表者（社長） 
 
 
 
 

          
                   

         
       
 

                    
 

 
 
             

 

 

 

 

 

 

 

 

構成要素 役割、責任及び権限 

代表者 

 

 

 

 

 

≪社長≫会社を代表し、会社業務の全ての執行を統括する 

１．環境マネジメントシステムの実施及び管理に不可欠な資源の提供 

(資源には、人的資源及び専門的な技能、技術並びに資金を含む) 

２．環境方針の作成 

３．環境システムプロジェクトメンバーの任命 

４．全体の評価と見直しの実施 

本社環境管理責任者及びＥＡ２

１推進事務局担当 

 

１．環境マネジメントシステムの要求事項の確立、実施 

２．環境マネジメントシステムに係るスケジュールの作成及び管理 

３．環境活動レポートの作成 

４．別表 6.2‐1・6.2‐2 の作成チェックの管理 

５，各部門の環境マネジメントシステム環境活動に係る文書・記録の管理 

各部門環境管理責任者 
１．各部門の環境マネジメントシステムの運用実施 

２．各部門の教育・訓練の実施 

３．各部門の環境上緊急事態対応 

４．代表者（社長）への本社実績報告を含む見直しのための報告 

本社環境管理責任者 
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エコアクション２１の取り組みとして、当社での 2020 年度（2022 年４月１日から 2023 年３

月３１日まで）の実績について報告いたします。 

項 目 
2021 年度実績

(基準値) 
2022 年

度目標 
2022 年度実績 

実績／目

標比（％） 
2023 年 
度目標 

2024 年 
度目標 

電気（kwh） 
〈CO2 排出量〉 

6,756 
〈4431kg〉 7,500 6,504 

〈4396kg〉 86.7 7,500 7500 

ガソリン 
１キロ走行す

る使用量（ℓ） 
〈CO2 排出量〉 

0.120 
〈8680kg〉 0.125 0.123 

〈8776kg〉 98.34 0.125 0.125 

二酸化炭素排

出量(kg-CO2) 16,110 16,110 16,395 101.7 前年度 
維持 

前年度 
維持 

燃えるゴミ

（kg） 84.8 84.8 83.0 97.8 前年度 
維持 

前年度 
維持 

紙使用量 
（kg） 402.7 402.7 519.8 129 前年度 

維持 
前年度 
維持 

ハウスクリー

ニングのレン

ジフード及び

ガスレンジの

清掃件数 

30 件 30 件 9 件 30 30 件 30 件 

ハウスクリー

ニングでの窓

ガラスの清掃

件数 

42 件 50 件 48 件 96 50 件 50 件 

 
電気の二酸化炭素の排出量係数は０・６７６を使用。 
ガソリンの二酸化炭素排出量係数は２．３２を使用。 
 
化学物質（PRTR 物質）は使用していないので、環境経営目標には設定しない。 
グリーン購入は、カタログで購入時のグリーン購入実施となり、数値目標は設定しない。 
水使用量は、飲用、洗濯、トイレのみであり、数値目標は設定しない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境経営目標とその実績 
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１．電気 
  2022 年度は前年度と比べ使用量を削減できた。来年度以降も目標達成できるように社員の

残業を減らす、電気の消し忘れ等を少なくできるよう努める。 
２．ガソリン 
  2022 年度は前年度と比べ使用量についてはほぼ変わらなかった。また、燃費については目

標達成となった。更に安全運転責任者の研修等で、車両責任者にエコドライブの徹底の指導

を図る。次年度も今年度と同じ燃費 0.125ℓ/km を目標とする。 
 

３．二酸化炭素排出 
  二酸化炭素排出量に関しては排出係数の関係もあり若干増加した。次年度は目標達成目指し

て電気・ガソリン等の使用量の減少に努める。 
 
４．燃えるゴミ 
  燃えるゴミ排出量に関しては前年度から 1.8kg 減少した。次年度も本年度の排出量を目標に

していく。 
 
５．紙使用量 
  業務量の増加に伴い、紙の使用量も増加した。データで保管できるものについては、極力紙

に出力せずに、データ保管を心がける。次年度も本年度の使用量を目標にしていくがマンシ

ョン管理物件の増加に伴い、紙の使用量は必然的に増えていくものと想定される。 
 
６．ハウスクリーニングのレンジフード及びガスレンジの清掃件数 
  例年通り、レンジフード及びガスレンジの清掃件数の営業目標を環境経営目標に設定したが、

2022 年度は目標達成とはならなかった。次年度以降は人材の育成に力を入れたい。 
 
７．ハウスクリーニングでの窓ガラスの清掃件数 
  レンジ同様に 2022 年度も窓ガラスの清掃件数の営業目標を環境経営目標に設定した。2022

年度は目標には届かなかったものの満足のいく結果であった。次年度の目標値も本年度と同

じとする。 
 
８．グリーン製品の購入 
  グリーン製品の購入品目の増に努める目標を設定し、事務用品等の購入はグリーン製品を優

先的に購入する事が徹底されている為、品目の増加は現状難しいと思われる。今後も今迄通

りグリーン製品の購入に努めていく。 
 

 

 

 

取組み結果と評価 
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１．電気関連の省エネ 

（１）長時間、席を離れる場合、帰社時はパソコンの電源をＯＦＦにすること。 
（２）使用していない部屋、倉庫、トイレの照明は切ること。 
（３）最後に帰る人はコピー機やシュレッターの電源をＯＦＦにすること。 
（４）電気の使用量の前年度維持を目標とすること。 
（５）業務の効率化を進め、早めの退社を心がけるようにすること。 
＜次年度の計画＞：環境経営計画を継続する。 

２．ガソリンの省エネ  
（１）車両使用時はエコドライブを心がけ、駐停車時のアイドリングストップ、急発進、 

空ぶかしの抑制、タイヤの空気圧の適正化を始とする点検、整備の励行を行なう。 
（２）機材等必要としない場合は、車両のトランクに積み込んで走行しない。 
（３）油料の把握として、ガソリン給油量一覧に給油の都度、記入し、月末日に走行距離

数を記入する。 
（４）効率の良い運行計画を立てる。 
（５）車両毎の燃費向上を図る。 
（６）新しい車を導入する際は燃費性能が良いものを選ぶようにする。 
＜次年度の計画＞：環境経営計画を継続する。 

３．水道、ガス、灯油の省エネ 
（１）水道の使用方法を含め一層の努力の元、省エネに取り組む。 
（２）ガスは、前年度に引き続き削減を行っていく。 
（３）灯油も、前年度に引き続き削減を行っていく。 
＜次年度の計画＞：環境経営計画を継続する。 

４．燃えるゴミの削減化 
（１）ゴミ袋に入れたゴミの容量を把握する。 
（２）毎回ゴミの重さを計り、台帳に記入する。 
（３）コピー用紙はリサイクル対象となるので、燃えるゴミとして出さない。 
（４）燃えるゴミの大幅な削減に成功した為、現状維持を目標とする。 
（５）家から弁当を持参し、水筒を使用するようにする。 
（６）社内ではマイカップ、マイ箸を使用するようにする。 
＜次年度の計画＞：環境経営計画を継続する。 

５．紙使用量の削減 
  （１）データでやり取りできるものについては、印刷せず極力ペーパーレスを心がける。 
  （２）社内の DX 化を推し進める。 
  ＜次年度の計画＞：業務の増加に伴い、紙使用量の目標値の見直し実施する。 
６．ハウスクリーニングでの住居内での熱効率化 

（１）ハウスクリーニングでのレンジフード及びガスレンジ清掃件数は現状維持目標とす

る。 
（２）ハウスクリーニングでの窓ガラス清掃件数は現状維持目標とする。 
＜次年度の計画＞：環境経営計画を継続する。 

環境経営計画と次年度の環境経営計画 
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７．グリーン製品の購入 
（１）事務用品の購入の際には、グリーン製品を優先的に購入する。 
（２）事務用品以外で本社使用の商品にグリーン製品がないかの調査 
＜次年度の計画＞：環境経営計画を継続する。 
 

 

 

 

 

環境関連法規への違反はありませんでした。また、訴訟等についてもありませんでした。 

法規制その他の要求事項 関連項目 順守評価 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 産業廃棄物排出・管理 順守 

札幌市告示 事業系一般廃棄物排出・管理 順守 

道路運送車両の保安基準 社有車の管理 順守 

水道法 管理建物の水質管理 順守 

 

 

 

 

 目標を達成できた項目もあれば、達成できていない項目もある。達成できた項目についてはさ

らに磨きをかけ、達成できなかった項目については、改善点を洗い出し次年度以降につなげてい

きたい。 
 ただ業務量が増えてきている中で、紙の使用量等減らしていくことが難しい項目もあるため、

そういった項目については必要最小限にとどめるよう努力する。 

 社員の入れ替わりもあり、社内の組織体制の見直しをかける時期に来ているため、改めてエコ

アクションの運用方法についても、社員との意見交換をしながら考え、実践していきたい。 

 また SDGs についても社内で研修会等を開催し、社会貢献も含めて会社・個人でできることを

追及していきたい。 

 環境経営方針：変更の必要は無し 

 環境経営目標・計画：変更の必要は無し 

 実施体制：変更の必要は無し 

 

 

 

環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

代表者による全体の評価と見直し・指示 


